辺戸集落の散策路と辺戸蔡温松並木保全公園

亜熱帯林に囲まれた小さな辺戸集落は、その規模によらない豊かな歴史的つながりを持っています。この散策路は、樹齢300年以上の琉球松を有する辺戸蔡温松並木保全公園を通っています。公園を満喫するために、地元のガイドに案内を依頼することをおすすめします。

琉球王国の黄金時代に尚敬王の摂政と相談役を務めた蔡温 （1682–1761）は、儒教の古典と清の政治経済の書物に通じていました。沖縄の歴史上最も影響力の強い政務官の一人であった蔡温は、琉球諸島全域の灌漑と林業の事業の指揮を執りました。その業績の一つには森林減少に対する施策として松の大量植樹が挙げられます。これらの松の木は「蔡温松」として知られるようになりました。

環境に対する蔡温の哲学は、資源の需要と保全のバランスを考慮したもので、琉球における新しい繁栄の時代の礎となりました。彼の先見の明のおかげで、やんばるの森は、入念に手入れされた豊かな生態系として残存しました。米軍でさえ蔡温の施策の価値を認め、戦後の占領時代に彼の著作を英訳させたほどでした。 

首都から遠く離れたところにこれらの蔡温松が残されていることは、最盛期の琉球王国の強大な影響力、そして今日まで変わらない沖縄の特徴である伝統と歴史への敬意を証明しています。
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